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市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

相 談 名 日　時 会　場 相 談 名 日　時 会　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

絵手紙教室
６月23日㈯
午前９時30分～
11時30分

勤労青少年ホーム

視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分～
３時30分

もの作りクラブ
６月15日㈮
午後１時30分～
３時30分

ボッチャ練習会
（身体障害者のためのスポーツ）

６月27日㈬
午後１時30分～
３時30分

エコーピア
理学療法士による
相談
（身体障害のある人）

６月16日㈯
午後１時～３時

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
６
月
〜
７
月
）

行 政 ６月21日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

６月６㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬　午後１時～４時
◎７月の相談日

７月４日㈬・11日㈬
午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
７月18日㈬・25日㈬
午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）

不 動 産 ６月８日㈮・７月13日㈮　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ６月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ６月12日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～3時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
６月12日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
６月26日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課

子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時

※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

６月４日㈪・18日㈪・７月２日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ６月８日㈮・22日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター
☎０４８－５２２－６５０６法 律

※予約制
毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

※各種相談は予約制
※７月の相談予約は、６月20日㈬から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）
※４月から法律相談が月４回になりました。
※４月から不動産相談が第２金曜日になりました。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談
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★本庄市保健センター2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

６月21日㈭　
午前９時30分～ 11時

定員あり。
各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）

７月12日㈭
午前９時30分～ 11時
(会場：児玉保健センター）

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など ６月13日㈬・７月18日㈬

午前10時～正午

母乳・沐浴 母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

７月21日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 ７月2７日㈮
午前９時30分～正午

医
療
�
�
本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

子
ど
も
の
発
熱
時
の

　
　

 

対
応
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
日
常
で
よ
く
遭
遇
す

る
子
ど
も
の
発
熱
の
対
応
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
正
常
の
体
温
は
、
わ

き
の
下
で
５
分
間
測
定（
水
銀
計
）

し
て
、
平
均
36
・
２
〜
37
・
４
度

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
正
常

体
温
以
上
に
な
っ
た
と
き
を
発
熱

と
い
い
ま
す
。

　

発
熱
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い

の
は
、
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
で
す
。

し
か
し
、そ
の
他
に
も
、細
菌
（
ば

い
菌
）
や
真
菌
（
か
び
）、
腫
瘍
、

自
己
免
疫
（
自
分
の
体
が
自
分
の

体
を
壊
す
病
気
：
例
え
ば
リ
ウ
マ

チ
熱
や
川
崎
病
な
ど
）
な
ど
多
岐

に
及
ん
で
お
り
、
初
期
に
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
は
と
て
も
重
要
で

す
。

　

発
熱
の
機
序
は
、
そ
の
原
因
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
専
門
用
語

で
言
う
と
、
血
液
中
の
白
血
球
や

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
細

胞
か
ら
、
発
熱
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン

と
呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
腫
瘍
壊え

死

性
因
子
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
）
な
ど
に
よ
っ

て
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
と
い

う
物
質
が
脳
内
に
増
加
し
、
体
温

中
枢
を
刺
激
し
て
、
セ
ッ
ト
ポ
イ

ン
ト
が
高
熱
の
方
向
に
傾
き
、
体

内
の
代
謝
が
亢こ

う

進し
ん

し
て
熱
の
産
生

の
増
加
が
起
こ
り
発
熱
と
な
り
ま

す
。

　

発
熱
す
る
と
、
体
は
体
温
調
節

中
枢
（
自
律
神
経
系
：
自
分
で
意

識
し
な
い
で
勝
手
に
体
が
行
う
調

節
機
能
）
を
介
し
て
、
循
環
血
液

量
の
調
節
や
発
汗
を
調
節
し
、
熱

の
放
散
を
行
い
、
体
温
を
下
げ
る

方
向
に
働
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

疾
患
に
よ
っ
て
は
、
熱
を
下
げ
る

治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
か
ら
、

特
殊
な
薬(

非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
抗

炎
症
剤
な
ど)

を
使
っ
て
強
引
に

下
げ
て
は
い
け
な
い
も
の
ま
で
、

様
々
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
実
際
に
子
ど
も
が
発
熱

し
た
場
合
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

病
気
と
し
て
多
い
の
は
、
み
な

さ
ん
ご
存
じ
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に

よ
る
上
気
道
の
炎
症
（
い
わ
ゆ
る

風
邪
）
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
対

症
療
法
（
症
状
に
あ
わ
せ
て
治
療

を
行
う
こ
と
）
だ
け
で
様
子
を
み

て
よ
い
の
で
、
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
風
邪
が
こ
じ
れ
る
と
、

中
耳
炎
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
頻

度
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
尿
路

感
染
症
や
髄
膜
炎
、
川
崎
病
な
ど

入
院
加
療
を
必
要
と
す
る
病
気
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
時
の
子
ど
も
の
状
態
を
見
て
、

病
院
に
行
く
の
か
、
少
し
家
で
様

子
を
見
る
の
か
、
そ
の
場
そ
の
場

で
決
め
て
い
く
し
か
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

必
ず
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
く
べ

き
症
状
は
、
生
後
３
か
月
以
下
の

子
ど
も
の
発
熱
、
頻
回
の
嘔お

う

吐と

を

伴
う
発
熱
、
痙け

い

攣れ
ん

を
伴
う
発
熱
、

ぐ
っ
た
り
し
て
ほ
と
ん
ど
動
か
な

い
発
熱
な
ど
で
す
。
そ
れ
以
外
で

も
、
子
ど
も
の
元
気
が
な
い
時
は
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
迷
っ
た
と

き
、
電
話
（
♯
８
０
０
０
）
で
尋

ね
て
み
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
首
、
わ

き
の
下
、
足
の
つ
け
根
を
冷
や
し

た
り
、
水
分
を
多
く
摂
取
す
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

発
熱
の
原
因
（
病
気
の
正
し
い
診

断
）
は
確
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
病
院

に
行
か
な
か
っ
た
と
き
で
も
、
発

熱
が
続
く
場
合
は
、
一
度
は
主
治

医
の
先
生
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。


